
心の持ち主

作詞 （淺羽一）J'Soul

春の暖かい日差しの下で 若い芽が少し地面から顔を出した

ほのかに花の香りも風に運ばれ 何かが始まる予感に胸が躍った

桜の蕾も開き始める頃 僕の目の前に舞い降りたのは花の精

微笑みに感じた君の温かい気持ちを

このままいつまでも大切に想っていきたい

君の瞳に映る僕の顔もほころんでいた ●

優しい目をした僕の大切な人

そして君は僕の心の持ち主

山に残ってた雪ももう溶けて 透き通った水が新しい道を作った

みんなも永い眠りから目を覚まして 未来に向かってそれぞれが歩き出した

君が一番好きな季節は春 僕らの未来の背中押したのは春の風

●繰り返し

陽に暖められた風に頬を撫でられ

振り返るとそこに見つけたのは愛しい笑顔

微笑みに感じた君の温かい気持ちを

このままいつまでも大切に想っていきたい

君の瞳に映る僕の顔もほころんでいた

優しい目をした僕の大切な人

僕は本当に君に夢中なんです

君は永遠に僕の心の持ち主


